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 mini column 
 
千歳川の上流域では，毎年お正月頃に自然産卵するサケの大群が見

られます。これらは人工ふ化放流された放流魚ではなく，自然産卵に

よって生まれた「野生魚」です。以前はふ化場から放流されたサケが

遅れて回帰してきたものだと考えられていましたが，近年の耳石温度

標識の分析によって，これらは自然産卵由来の野生魚であることが分

かってきました。厳冬期に産卵するサケ個体群は，昔は西別川など他

の河川でも見られましたが，現在でも知られているのは千歳川だけで

あり，とても貴重なサケの野生個体群なのです。 
 


